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マチネで開く
新しい扉

特集

　

し
か
し
、
テ
レ
ビ
の
音
楽
番
組
や
コ
ン

サ
ー
ト
の
Ｍ
Ｃ
を
務
め
る
う
ち
に
、
徐
々
に

作
曲
家
や
演
奏
家
の
「
人
間
っ
ぽ
い
」
魅
力

を
知
り
、
親
し
み
を
感
じ
た
り
、
曲
の

ち
ょ
っ
と
し
た
解
説
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
扉
が

開
か
れ
た
と
言
い
ま
す
。。

 

「
こ
の
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で

出
会
っ
た
演
奏
家
の
皆
さ
ん
は
、
一
期
一
会

の
本
番
、
こ
の
瞬
間
に
懸
け
て
演
奏
さ
れ
る

方
々
ば
か
り
。
昼
間
と
い
え
ど
本
気
の
演
奏

シ
ッ
ク
音
楽
を
聴
く
と
い
う
の
は
、
す
ご
く

い
い
で
す
よ
ね
。
食
事
の
時
間
も
邪
魔
し
な

い
し
（
笑
）。
毎
回
と
て
も
工
夫
さ
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
初
め
て
コ
ン
サ
ー
ト
に
い
ら

し
た
方
も
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
相
当
聴
き
込
ん

で
い
る
方
も
楽
し
め
る
選
曲
な
の
で
、
お
客

さ
ん
の
反
応
の
良
さ
が
、
ス
テ
ー
ジ
か
ら
も

感
じ
ら
れ
ま
す
」

　

と
話
す
の
は
、「
と
っ
て
お
き
」
の
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
わ
っ

　

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
は
、
い
ろ
い
ろ
な
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
音
楽
と
出
会
え
る
場
所
。

親
し
い
友
人
と
一
緒
に
、
時
に
は
親
子
や
夫

婦
で
、
同
じ
音
楽
を
聴
く
喜
び
。
ひ
と
り
の

時
間
を
豊
か
に
過
ご
す
た
め
の
、
ち
ょ
っ
と

し
た
贅
沢
。
軽
や
か
に
寛
い
だ
雰
囲
気
で
音

楽
を
楽
し
む
の
な
ら
、
マ
チ
ネ
が
お
勧
め
で

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
開
演
時
間
も
様

々
な
の
で
、
１
日
の
計
画
に
組
み
入
れ
や
す

く
、
チ
ケ
ッ
ト
価
格
も
わ
り
と
手
軽
、
映
画

を
見
る
よ
う
な
気
分
で
出
掛
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
平
日
の
午
後
。
よ
り
気
軽
に
、

よ
り
身
近
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
触
れ
る
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
、
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
と
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
は
７
シ
ー

ズ
ン
20
回
余
に
わ
た
っ
て
、
名
曲
コ
ン
サ
ー

ト
「
と
っ
て
お
き
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
」
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

 

「
午
後
の
こ
の
時
間
に
、
ゆ
っ
た
り
ク
ラ

て
こ
ら
れ
た
、
俳
優
の
高

橋
克
典
さ
ん
。

　

ご
自
身
は
、
ま
だ
幼
い

頃
に
音
楽
家
の
両
親
に
連

れ
て
行
か
れ
た
コ
ン
サ
ー

ト
体
験
か
ら
、「
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
は
退
屈
だ
！
」
と

思
い
込
ん
で
い
た
時
期
が

長
か
っ
た
そ
う
で
す
。

 

「
ロ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ
に
は

ハ
マ
っ
た
け
れ
ど
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
に
対
し
て
は
、

か
し
こ
ま
っ
た
雰
囲
気
も

好
き
で
は
な
い
と
、
初
め

か
ら
斜
に
構
え
て
見
て
い

た
ん
で
す
」

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

楽
し
む
マ
チ
ネ

「とっておきアフタヌーン」2020〜21シーズンからナビゲーターを務める高橋克典さん。
右は、サクソフォーンプレーヤー上野耕平さんを迎えて行われた本年2月の最終回。
高橋さんはプライベートでも、サントリーホールによく聴きにいらっしゃるそうです。
スタイリング・小川カズ
ヘアメイク・飯面裕士（HAPP'S.)

©松井康一郎

陽光あふれる時間のマチネ（昼公演）には
どんな音楽を聴きたいですか？

コンサートホールで受け取った音色が
あなたの今日一日を輝かせてくれるかもしれません。

新しい音楽家との出会いが
これからの日々を楽しく豊かに支えてくれるかもしれません。

新しい季節に、新しい出会いと発見を求めて
マチネに出かけてみませんか？

©N.Ikegami
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ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
魅
力
の
本
質
へ
、
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
日
午
後
２・
時・
ス
タ
ー
ト
の
ク・
ラ・
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
「
に
じ
ク
ラ
」
第
１
回
は
、
若

葉
萌
え
る
５
月
。
ソ
リ
ス
ト
に
世
界
的
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
神
尾
真
由
子
さ
ん
を
迎
え
て

演
奏
す
る
の
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
〝
超
絶

技
巧
〟を
駆
使
し
た
、パ
ガ
ニ
ー
ニ
の「
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
１
番
」（
協
奏
曲
＝
コ
ン

チ
ェ
ル
ト
と
は
、
独
奏
楽
器
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

た
め
の
楽
曲
を
指
し
ま
す
）。
作
曲
者
ニ
コ
ロ
・

パ
ガ
ニ
ー
ニ
は
、
音
楽
史
上
に
様
々
な
意
味

で
名
を
残
す
天
才
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。
人

間
離
れ
し
た
演
奏
で
19
世
紀
当
時
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
人
々
を
驚
か
せ
、「
悪
魔
に
魂
を

売
っ
た
男
」
と
ま
で
噂
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
パ
ガ
ニ
ー
ニ
が
自
作
自
演
し
た
難
曲

を
、
圧
倒
的
な
熱
量
で
演
奏
し
ま
す
。

　

後
半
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
高
橋
克
典
さ
ん

も
演
奏
者
の
一
員
に
。
楽
器
で
は
な
く
「
語

り
」
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
し
ま
す
。
20

世
紀
に
活
躍
し
た
作
曲
家
セ
ル
ゲ
イ
・
プ
ロ

コ
フ
ィ
エ
フ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
つ

く
っ
た
「
交
響
的
物
語
『
ピ
ー
タ
ー
と
狼
』」。

主
人
公
ピ
ー
タ
ー
と
様
々
な
動
物
た
ち
が
繰

り
広
げ
る
音
楽
物
語
で
す
。

 

「
僕
、
物
語
を
朗
読
す
る
の
は
大
好
き
な
ん

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
に
、
イ
ン
ス
タ
ラ

イ
ブ
で
絵
本
の
朗
読
を
ず
っ
と
続
け
て
い
た

ん
で
す
よ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
バ
ッ
ク
に

か
け
た
り
し
な
が
ら
。
今
回
は
生
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
一
緒
に
物
語
れ
る
な
ん
て
、
夢
の

よ
う
で
す
」

　

高
橋
克
典
さ
ん
の
表
情
豊
か
な
語
り
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
の
声
を
楽
器
の
音
色
で
表

現
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
楽
が
、
交
互
に

な
っ
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
。
絵
本
の
よ
う

な
音
楽
の
世
界
に
た
っ
ぷ
り
浸
れ
る
、
贅
沢

な
午
後
で
す
。

が
気
持
ち
い
い
。
そ
し
て
、
指
揮
者
と
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
真
剣
勝
負
。

同
じ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
も
、
や
は
り
指
揮
者

に
よ
っ
て
変
わ
る
ん
で
す
ね
。
音
楽
家
の
人

間
力
や
説
得
力
、
そ
し
て
お
互
い
の
波
長
が

ハ
ー
モ
ニ
ー
に
反
映
さ
れ
て
い
く
の
を
、
間

近
で
感
じ
ま
す
。
そ
の
日
の
お
客
さ
ん
の
雰

囲
気
も
、
演
奏
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
」

　

そ
ん
な
「
と
っ
て
お
き
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
」

が
、
こ
の
春
よ
り
「
に
じ
ク
ラ
」
と
い
う
シ

リ
ー
ズ
名
で
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
ト
ー
ク
と
笑
顔
と
、

音
楽
と
」。
毎
回
異
な
る
注
目
の
指
揮
者
、

ソ
リ
ス
ト
と
日
本
フ
ィ
ル
に
よ
る
上
質
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
、
心
踊
る
名
曲
の
数
々
を
お

届
け
し
ま
す
。
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
引
き
続
き

高
橋
克
典
さ
ん
。
音
楽
家
と
の
間
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
楽
し
い
ト
ー
ク
は
、
さ
ら
に
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
も

劇中音楽内の「語り」で熱演する高橋さん
（とっておきアフタヌーン Vol.19)。

第１回　5月2日（火）
指揮：永峰大輔　ヴァイオリン：神尾真由子 ＊　語り：高橋克典
パガニーニ ヴァイオリン協奏曲第1番 ニ長調 作品6 ＊
モーツァルト オペラ『ドン・ジョヴァンニ』序曲 K. 527
プロコフィエフ 交響的物語『ピーターと狼』作品67（語りつき）

オルガン・プレコンサート
オルガン：小田龍一郎
ヴィエルヌ 24の幻想曲集 組曲第3番 作品54 より 第6曲「ウェストミンスターの鐘」

第２回　9月26日（火）
指揮：広上淳一　ヴァイオリン：成田達輝 ♠　ピアノ：萩原麻未 ♥
サン゠サーンス（イザイ 編曲） ワルツ形式の練習曲によるカプリース ♠
モーツァルト ピアノ協奏曲第21番 ハ長調 K. 467 より 第2楽章 ♥
メンデルスゾーン ヴァイオリン、ピアノと弦楽のための協奏曲 

ニ短調 より 第3楽章 ♠♥
チャイコフスキー  幻想序曲『ロメオとジュリエット』

第３回　2024年 2月2日（金）
指揮：大井剛史　ピアノ：小林愛実 ＊　
モーツァルト ピアノ協奏曲第9番 変ホ長調 K. 271「ジュノム」＊
ドビュッシー（カプレ 編曲）  『子供の領分』
フォーレ（ラボー 編曲） 組曲『ドリー』作品56 

【チケット料金】
３公演セット　S 13,500円 A 9,900円
1回券 S 5,500円 A 3,800円 Sペア 10,000円（S席2枚） 

【有料オンライン配信】視聴券 2,200円（視聴1週間・ライブ＆リピート配信）

14:00開演（13:20開場／13:40～オルガン・プレコンサート） 大ホール

神尾真由子さんからのメッセージ
　新しく始まるシリーズ「にじクラ」の第１回目のソリストとして登場す
ることを、とても嬉しく思っています。パガニーニのヴァイオリン協奏
曲第１番は、イタリアらしい明るい曲調で、ポジティヴなエネルギーと
歌に満ちている作品なので、平日２時のクラシックコンサートにはぴっ
たりな選曲だと思っています。
　指揮者の永峰大輔さんとは、昨年２月、日本フィルの大分公演にて
ご一緒して以来の共演です。パガニーニ特有の超絶技巧が随所に
入ってくるので、お楽しみ頂けるように頑張ります！

萩原麻未
 ©Marco Borggreve

小林愛実
 ©Makoto Nakagawa

成田達輝
 ©Marco Borggreve

大井剛史
 ©K. Miura

広上淳一
 ©Masaaki Tomitori

永峰大輔 ©T.Ikegami

心
踊
る
午
後
２
時

「
に
じ
ク
ラ
」

オーケストラ公演ならではの特別な体験で、
自然に“笑み”がこぼれて“心も元気に”。

開演前には、サントリーホールが誇るオルガンの
プレコンサートもお楽しみいただけます。
リハーサル体験や託児サービス、

有料オンライン配信もご利用ください。

日本フィルハーモニー交響楽団　
ナビゲーター：高橋克典

神尾真由子 ©Makoto Kamiya

【Online】

©N.Ikegami
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笙
奏
者
の
宮
田
ま
ゆ
み
さ
ん
は
、
古
典
雅

楽
か
ら
現
代
作
品
ま
で
笙
と
い
う
楽
器
の
魅

力
を
幅
広
く
表
現
、
国
際
的
に
広
め
て
き
た

第
一
人
者
。
ハ
ー
プ
奏
者
の
吉
野
直
子
さ
ん

は
、こ
の
20
数
年
間
、折
に
触
れ
て
デ
ュ
オ
・

リ
サ
イ
タ
ル
な
ど
で
共
演
し
、
宮
田
さ
ん
の

笙
の
音ね

に
惹ひ

か
れ
て
き
た
と
言
い
ま
す
。

 

「
西
洋
楽
器
と
合
わ
せ
る
の
と
全
然
違
っ
て
、

音
を
つ
く
る
上
で
の
響
き
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
な

ん
で
す
。
五
線
譜
を
超
え
た
時
間
軸
と
言
う

の
か
…
…
時
代
や
時
空
間
を
超
越
し
た
何
か

宇
宙
の
よ
う
な
広
大
な
世
界
が
表
さ
れ
、
そ

の
中
に
ハ
ー
プ
も
入
っ
て
い
け
る
。
何
よ
り
、

私
の
普
段
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
ま
っ
た
く
違

う
の
で
特
別
感
が
あ
り
、ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
」

　

と
吉
野
さ
ん
。
宮
田
さ
ん
も
、

ラ
ッ
ク
ス
し
て
聴
い
て
い
た
だ
け
た
ら
。
私

た
ち
自
身
も
演
奏
す
る
の
が
楽
し
い
選
曲
で
、

遊
び
の
要
素
が
多
い
で
す
」（
宮
田
）

 

「
宮
田
さ
ん
と
だ
か
ら
こ
そ
、
時
空
間
を
自

由
に
行
き
来
し
て
遊
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
時
代
に
と
ら
わ
れ
な
い
不
思
議
な
空
気

感
を
、楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
」（
吉
野
）

　
「
線
香
花
火
」「
櫛
海
月（
ク
シ
ク
ラ
ゲ
）」

「
う
つ
ろ
ひ
」
な
ど
、
演
奏
作
品
の
曲
名
か

ら
も
様
々
な
情
景
が
浮
か
び
そ
う
で
す
。

ば
と
思
い
ま
す
」（
宮
田
）

 

「
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
と
い
う

非
日
常
の
空
間
に
入
り
込
ま
せ
て
く
れ
つ
つ
、

お
客
様
と
互
い
に
息
遣
い
を
感
じ
ら
れ
る
ほ

ど
の
距
離
感
が
素
敵
な
場
所
で
す
。
宮
田
さ

低
い
方
で
鳴
る
の
で
、
上
も
下
も
い
ろ
い
ろ

な
音
が
響
き
あ
う
の
で
す
。
難
し
い
理
屈
は

抜
き
で
、
笙
の
音
と
ハ
ー
プ
の
豊
か
な
響
き

の
重
な
り
を
身
体
で
感
じ
、
音
と
身
体
が
共

振
す
る
心
地
よ
い
体
験
を
し
て
い
た
だ
け
れ

　

６
月
に
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
恒
例

「
チ
ェ
ン
バ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ン

（
Ｃ
Ｍ
Ｇ
）
」
が
、
２
週
間
余
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
国
内
で
は
類
の
な
い
新
し
い

試
み
と
し
て
始
ま
っ
た
室
内
楽
の
祭
典
も
、

今
年
で
13
回
目
。
音
楽
家
に
と
っ
て
室
内
楽

こ
そ
原
点
、
奏
で
る
喜
び
を
存
分
に
味
わ
え

る
と
、
毎
年
世
界
中
か
ら
様
々
な
楽
器
奏
者

が
集
い
ま
す
。

　

マ
チ
ネ
あ
り
、
ソ
ワ
レ
（
夜
公
演
）
あ
り
、

60
分
の
公
演
も
あ
れ
ば
、
３
時
間
の
饗
宴

（
Ｃ
Ｍ
Ｇ
フ
ィ
ナ
ー
レ
）
も
。
Ｃ
Ｍ
Ｇ
な
ら

で
は
の
奏
者
や
楽
器
の
組
み
合
わ
せ
が
刺
激

的
で
、
ほ
か
で
は
味
わ
え
な
い
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
が
生
ま
れ
ま
す
。
今
年
は
、
東
洋
の
伝
統

楽
器
「
笙し

ょ
う」

が
初
登
場
。
ハ
ー
プ
と
笙
が
共

演
す
る
マ
チ
ネ
に
注
目
で
す
。

　

奈
良
時
代
に
日
本
に
伝
わ
り
雅
楽
で
使
わ

れ
て
い
る
笙
は
、
17
本
の
竹
管
か
ら
出
来
て

い
て
、
オ
ル
ガ
ン
と
構
造
が
似
て
い
ま
す
。

 

「
吹
く
息
も
吸
う
息
も
使
っ
て
リ
ー
ド
を
振

動
さ
せ
、
基
本
的
に
は
右
手
２
本
、
左
手
４

本
の
指
で
演
奏
し
ま
す
。
音
域
は
と
て
も
狭

く
（
１
オ
ク
タ
ー
ブ
と
長
６
度
）、
音
階
も

限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
複
数
の
音
を
同
時
に

出
す
こ
と
が
で
き
、
倍
音
と
い
う
と
て
も
高

い
音
も
出
る
の
で
、
音
が
重
な
る
と
キ
ラ
キ

ラ
と
し
た
光
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
出
ま
す
。

音
と
音
の
周
波
数
の
差
で
生
ま
れ
る
差
音
が

息もぴったり、互いに信頼感の
厚いおふたり。

サントリーホール チェンバーミュージック・ガーデン 2023

プレシャス1pm
平日のお昼間60分コンサート。第一人者たちによる上質な
音楽と和やかなトークで、心潤う時間を。

Vol.１ 6月5日（月）　
青春ブラームス
ヴァイオリン：中村太地　チェロ：辻本 玲
ピアノ：佐藤卓史
＊第31回青山音楽賞バロックザール賞受賞団体
ブラームス 
 スケルツォ ハ短調 WoO 2
　6つの歌曲 作品3 より「見知らぬ土地で」「リート」
　ピアノ三重奏曲第1番 ロ長調 作品8（改訂版）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

Vol.２ 6月8日（木）　
ハープと笙の特別な出会い
ハープ：吉野直子 ♥　笙：宮田まゆみ ♦
サティ 『グノシエンヌ』第1番、第3番（ハープによる）♥
雅楽古典曲 黄鐘調調子♦
ロベルト・HP・プラッツ 『線香花火』♦
川上 統 『櫛海月（クシクラゲ）』♥♦
ドビュッシー 『小組曲』より 第1曲「小舟にて」♥♦
　 （ハープと笙による）
フォーレ パヴァーヌ 作品50（ハープと笙による）♥♦
細川俊夫 『うつろひ』♥♦

Vol.３ 6月14日（水）　
ロシアのチェロ・ソナタ
ピアノ：小山実稚恵　チェロ：堤 剛
シュニトケ チェロ・ソナタ第1番
プロコフィエフ チェロ・ソナタ ハ長調 作品119

【チケット料金】
指定 2,500円 サイドビュー 1,500円 
ペア 4,000円（同一公演の指定×2枚）

＊CMG全体の公演情報は10~11ページをご覧ください。

「
Ｃ
Ｍ
Ｇ
」
で

初
め
て
の
音
体
験

６
月
８
日 

午
後
1
時

ハ
ー
プ
と
笙
の
特
別
な
出
会
い

身
体
ご
と
音
に
包
ま
れ
る　

13:00～14:00  ブルーローズ（小ホール）

 

「
ハ
ー
プ
と
一
緒
に
演
奏
す
る
と
、

響
き
が
と
て
も
心
地
よ
く
て
、
溶

け
合
う
感
じ
が
し
ま
す
」

　

と
。
今
回
の
選
曲
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｇ

「
プ
レ
シ
ャ
ス
１
pm
」
と
い
う
マ

チ
ネ
公
演
で
あ
る
こ
と
を
大
事
に
、

考
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

 

「
気
軽
に
い
ら
し
て
い
た
だ
け
る

昼
間
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
か
ら
、

耳
に
馴
染
み
や
す
い
音
楽
を
リ

宮田まゆみ　リサイタルや国際的音楽祭な
ど、笙を国際的に広め、現代作品の初演も
多い。CMGは初出演。

吉野直子　CMGには初回より毎年出演。
ハープの魅力を伝え、アンサンブルの可能
性を切り拓くハーピスト。

ん
の
笙
は
空
間
全
体
に
響
い
て
包

ま
れ
る
感
じ
が
し
ま
す
し
、
ハ
ー

プ
で
つ
く
る
音
の
襞ひ

だ

と
い
う
か
、

い
ろ
い
ろ
な
表
情
が
、
弱
音
で
も

し
っ
か
り
伝
わ
っ
て
い
る
の
を
感

じ
ま
す
」（
吉
野
）

 

「
お
客
様
に
囲
ま
れ
る
配
置
の
舞

台
で
、
ま
さ
に
、
お
庭
に
招
か
れ

て
演
奏
し
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気

で
す
。
音
楽
か
ら
、
初
夏
の
季
節

感
や
日
の
う
つ
ろ
い
な
ど
を
一
緒

に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
う
れ

し
い
で
す
」（
宮
田
）

　

吉
野
さ
ん
は
「
Ｃ
Ｍ
Ｇ
オ
ー
プ

ニ
ン
グ 

堤 

剛
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」

に
も
出
演
。
チ
ェ
ロ
と
ハ
ー
プ
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、
世
界
を
巡
る

音
楽
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

 ©Akira Muto

 ©A.Tomozawa
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コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
こ
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
、
ま
さ
に
新
し
い
世
界
へ
の
扉
。

生
ま
れ
て
初
め
て
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
訪

れ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
出
会
う
こ
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
大
人
た
ち
が
考
え

に
考
え
て
創
り
あ
げ
て
き
た
の
が
、
東
京
交

響
楽
団
と
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
に
よ
る
「
こ

ど
も
定
期
演
奏
会
」
で
す
。
１
シ
ー
ズ
ン
４

回
で
、
年
間
毎
に
テ
ー
マ
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は「
色
」。「
音
楽
の
色
い
ろ
」

と
題
し
、
初
回
４
月
は
青
、
７
月
は
赤
、
９

月
は
黄
＆
金
色
、
締
め
く
く
り
の
12
月
は
黒

＆
白
に
ち
な
ん
だ
、
多
様
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

作
品
が
演
奏
さ
れ
ま
す
。
毎
回
異
な
る
指
揮

者
が
、
こ
ど
も
た
ち
が
音・
を
楽・
し
む
場
と
な

る
よ
う
、
知
恵
を
絞
り
ま
す
。

　

客
席
で
聴
く
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ン
サ
ー

ト
と
い
う
場
を
創
り
あ
げ
る
様
々
な
事
柄
に
、

た
く
さ
ん
の
こ
ど
も
た
ち
が
参
加
で
き
る
よ

う
な
企
画
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
チ
ラ
シ
に
は

こ
ど
も
た
ち
か
ら
募
集
し
た
絵
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
、
毎
回
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、
こ
ど
も

が
作
曲
し
プ
ロ
の
音
楽
家
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

用
に
編
曲
し
た
今
年
度
の
テ
ー
マ
曲
が
演
奏

さ
れ
ま
す
。
こ
ど
も
の
奏
者
が
ピ
ア
ニ
ス
ト

や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
す
る
、
夢
の
舞
台

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
「
赤
」
の
回
を
指
揮
す
る
川
瀬
賢
太

郎
さ
ん
は
、「
こ
ど
も
定
期
」
４
度
目
の
登
場
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
か
け
る
思
い
を
伺
い
ま

し
た
。

 

「
正
直
、
す
ご
く
緊
張
す
る
ん
で
す
。
こ
ど

も
の
反
応
っ
て
と
て
も
素
直
な
の
で
、
楽
し

け
れ
ば
ノ
リ
ノ
リ
だ
し
、
面
白
く
な
け
れ
ば

寝
る
か
帰
り
た
が
る
（
笑
）。
で
す
か
ら
指

揮
者
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
、
こ
の
場
が
良
い

思
い
出
と
し
て
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
る
よ
う
、

や
る
気
満
々
、
絶
対
に
飽
き
さ
せ
な
い
ぞ
！

と
全
力
投
球
で
す
。
司
会
の
坪
井
直
樹
さ
ん

も
、
雰
囲
気
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な

 

「
脳
み
そ
が
柔
ら
か
く
て
発
想
も
自
由
な
こ

ど
も
た
ち
が
、
う
ら
や
ま
し
い
！　

何
よ
り
、

初
め
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
体
験
が
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
だ
な
ん
て
、
な
ん
て
贅
沢
な
ん
で

し
ょ
う
。
僕
も
こ
ど
も
の
頃
に
来
て
、
心
臓

が
バ
ク
バ
ク
す
る
ほ
ど
興
奮
し
ま
し
た
。
開

場
時
に
鳴
る
パ
イ
プ
オ
ル
ゴ
ー
ル
、
赤
い
絨

毯
…
…
特
別
な
場
所
、
い
つ
も
と
は
違
う
す

ご
い
世
界
に
入
っ
て
い
く
ん
だ
と
い
う
気
持

ち
を
、
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。
指
揮
者
へ
の

道
の
り
は
、
そ
こ
か
ら
続
い
て
い
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
」

　

言
葉
を
超
え
た
感
情
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
。
魅
力
満
載
の
マ
チ
ネ
公
演
の

数
々
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

 

「
あ
ふ
れ
出
る
感
情
か
ら
、
身
体
を
動
か
し

た
り
声
を
出
し
た
り
、
曲
の
途
中
で
拍
手
を

し
て
も
、
あ
ま
り
抑
制
せ
ず
に
、
大
人
も
一

緒
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
こ
ど
も
に

と
っ
て
は
、
す
べ
て
が
新
し
い
経
験
な
わ
け

で
す
か
ら
。
親
子
の
共
通
体
験
と
し
て
、
そ

の
後
の
会
話
も
弾
む
よ
う
な
場
に
な
る
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で

の
マ
ナ
ー
は
、
自
然
に
身
に
つ
い
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
こ
ど
も
っ
て
数
時
間
の
単
位
で

成
長
し
て
い
く
し
、
そ
の
吸
収
力
っ
て
す
ご

い
で
す
か
ら
」

  

昨
年
初
め
て
実
施
さ
れ
た
「
こ
ど
も
定
期

特
派
員
」
に
よ
る
取
材
現
場
で
も
、
そ
の
能

力
の
高
さ
を
ひ
と
き
わ
感
じ
た
と
言
い
ま
す
。

　

未
知
の
響
き
と
の
出
会
い
と
言
え
ば
、
毎

月
１
回
（
８
月
を
除
く
）、
平
日
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
に
開
催
の
「
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル 

オ

ル
ガ
ン 
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド 

コ
ン
サ
ー
ト
」
も

お
勧
め
で
す
。
大
ホ
ー
ル
正
面
に
堂
々
と
構

え
る
オ
ル
ガ
ン
は
、
５
８
９
８
本
も
の
大
小

様
々
な
パ
イ
プ
を
備
え
、
１
台
で
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
よ
う
な
多
彩
な
音
色
を
響
か
せ
る
世

界
最
大
級
の
楽
器
。
そ
の
壮
大
な
音
の
世
界

を
な
ん
と
無
料
で
楽
し
め
る
、
12
時
15
分
開

演
、
30
分
間
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
初
め
て

の
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
体
験
の
方
で
も
気
軽

に
入
れ
て
、
会
社
勤
め
の
方
も
昼
休
み
を
利

存
在
で
す
」

　

こ
ど
も
の
集
中
力
を
考
え
て
、
約
75
分
の

コ
ン
サ
ー
ト
の
う
ち
演
奏
時
間
は
全
体
で
40

分
前
後
に
収
め
、
そ
の
合
間
に
曲
の
魅
力
や
、

指
揮
者
や
ソ
リ
ス
ト
の
裏
話
な
ど
楽
し
い

ト
ー
ク
で
盛
り
上
げ
ま
す
。

年
に
４
回

日
曜
11
時
は

「
こ
ど
も
定
期
演
奏
会
」す

べ
て
が
新
し
い
経
験

長年続く名物企画
サントリーホール企画制作部  菅原修平

 「オルガン プロムナード コンサート」は、
サントリーホールの顔である世界最大級のオルガンを、
多くの方々に楽しんでもらいたいと、１９９１年からずっ
と続けてきました。この４月で３３６回目を数えます。若
手オルガニストにとっては貴重な経験の場でもあり、国
際的に活躍している奏者が次々登場します。
 「こども定期演奏会」は２００1年に日本初の試みとし
て始まり、22年目。いかにこどもたちを飽きさせず、ク
ラシック音楽に親しんでもらうか。積み重ねてきた知見
を活かし、スタッフ一同総力を挙げて綿密に組み立て
た、自信をもってお勧めできるプログラムです。定期
的に聴いていただければ、より音楽の魅力を感じられ
ます。若手作曲家とこどもたちを繋ぐ「新曲チャレンジ・
プロジェクト」や、「こども定期特派員」による取材など、
近年始まった新しい企画も続けていきます。多くのこど
もたちに楽しんでもらえることを願っています。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に

オ
ル
ガ
ン
の
響
き川瀬賢太郎　名古屋フィルハーモニー交響

楽団音楽監督、札幌交響楽団正指揮者、
OEKパーマネント・コンダクター。一児の父で、
こどもの能力の高さを日々感じているそうです。

川瀬賢太郎　名古屋フィルハーモニー交響
楽団音楽監督、札幌交響楽団正指揮者、
OEKパーマネント・コンダクター。一児の父で、
こどもの能力の高さを日々感じているそうです。

バークレイズ証券株式会社 特別協賛
東京交響楽団＆サントリーホール 
こども定期演奏会
2023年シーズン 「音楽の色いろ」
たくさんのオーケストラ音楽を、美しい響きのコンサートホールで。

東京交響楽団　
司会：坪井直樹（テレビ朝日アナウンサー）

第85回 「青」 4月9日（日）　
指揮：沼尻竜典　ピアノ：亀井聖矢

第86回 「赤」 7月9日（日）　
指揮：川瀬賢太郎　チェロ：上野通明
＊年間4回の公演情報詳細は12ページをご覧ください。

11:00開演（10:30開場） 大ホール

 ©N.Ikegami

用
し
て
ゆ
っ
た
り
楽
し
め
る
時

間
帯
（
事
前
予
約
制
）。
毎
回

異
な
る
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
が
登
場

し
、
演
奏
作
品
も
様
々
な
の
で
、

回
を
重
ね
れ
ば
オ
ル
ガ
ン
の
幅

広
い
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
圧
倒
的
な
音
を
全
身
で

浴
び
て
、
心
も
脳
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
！　

午
後
か
ら
の
元
気
に

つ
な
が
る
、
白
昼
30
分
間
の
非

日
常
で
す
。

サントリーホールが誇る世界最大級のオルガン。
※公演情報は14ページをご覧ください。

2023年度のチラシには、この春小学3年生の
浦上彰太さんのイラストが選ばれました。

昨年9月の公演後に実施された「こども定期特派員」によ
る指揮者・川瀬賢太郎さん、ピアニスト・角野隼斗さんへ
の取材風景（右）と記念撮影（上）。

＊こども定期特派員による配信記事や
公演動画など、こども定期演奏会の詳細は、
こども定期ネットでご覧いただけます。

©N.Ikegami
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2011年から続く初夏の恒例、国内最大規模の室内楽の祭典

6月のサントリーホールを彩る室内楽の庭（CMG）に
は、さまざまな花が咲き誇ります。室内楽という親密
な音楽が身近に感じられる、国境や世代を超えた演
奏家を迎えての多彩な12企画21公演。有料オンライ
ン配信は5公演で実施します。

サントリーホール
チェンバーミュージック・
ガーデン 2023（CMG）

6月3日（土）～6月18日（日） 
ブルーローズ（小ホール）

チェンバーミュージック・
ガーデン （CMG）特設
サイトでは出演アーティス
トのメッセージ動画やイン
タビュー、 公演情報など
を随時更新しています。

6月3日（土） 

CMGオープニング
堤 剛プロデュース 
2023 13:00開演
堤 剛（チェロ）がプロデュースする
CMGの幕開けを飾るコンサート

エリアス弦楽四重奏団　
ベートーヴェン・サイクルI
  19:00開演
ベートーヴェンの弦楽四重奏曲を
レパートリーの中核に据えてきた
エリアス弦楽四重奏団が初来日。
CMGの名物企画、ベートーヴェンの
弦楽四重奏曲全曲演奏会を、創意
工夫を凝らして6回にわたって演奏
第1番、第3番、第15番

6月5日（月） 

プレシャス１ｐｍ  Vol. 1　
 13:00開演
青春ブラームス
中村太地（ヴァイオリン）　
辻本 玲（チェロ）　
佐藤卓史（ピアノ）
＊第31回青山音楽賞バロックザール賞受賞団体

エリアス弦楽四重奏団　
ベートーヴェン・サイクルⅡ
  19:00開演
第2番、第11番 「セリオーソ」、
第13番 ※第6楽章は「アレグロ」を演奏

6月9日（金） 

葵トリオ ピアノ三重奏の世界
～7年プロジェクト第3回 

 19:00開演
サントリーホール室内楽アカデミー出身、
ミュンヘン国際音楽コンクール優勝の
葵トリオがベートーヴェンのピアノ三重
奏曲を1曲ずつ披露するプロジェクト

6月7日（水） 

エリアス弦楽四重奏団　
ベートーヴェン・サイクルⅢ
  19:00開演
第5番、
第9番「ラズモフスキー第3番」、
第14番

6月8日（木） 

プレシャス１ｐｍ  Vol. 2　
 13:00開演
ハープと笙の特別な出会い
吉野直子（ハープ） 宮田まゆみ（笙）

エリアス弦楽四重奏団 ©Kaupo Kikkas

実演が貴重な
作品を集めたスペシャルコンサート。
ＣＭＧを彩ってきたアーティストたちが
大集合して、世代を超えた
室内楽の饗宴が実現します。

6月10日（土） 

ENJOY!
室内楽アカデミー・フェロー
演奏会 I 11:00開演
若い音楽家たちが名曲のハイライトで
日頃の研鑽の成果を発表

エリアス弦楽四重奏団　
ベートーヴェン・サイクルⅣ
  19:00開演
第12番、
第7番「ラズモフスキー第1番」

【Online】

【Online】

6月14日（水） 

プレシャス１ｐｍ  Vol. 3
 13:00開演
ロシアのチェロ・ソナタ
小山実稚恵（ピアノ）堤 剛（チェロ）

エリアス弦楽四重奏団　
ベートーヴェン・サイクルⅥ
  19:00開演
第4番、第10番「ハープ」、
第13番「大フーガ付」

6月11日（日） 

室内楽のしおり
～葵トリオとホープたち 
 11:00開演
葵トリオと現役の室内楽アカデミー生が
共演、様々な編成の室内楽の名曲を
トークと共に披露する、CMG入門コ
ンサート

ラデク・バボラークの
個展’23 18:00開演
ホルンの世界的なスター奏者、
ラデク・バボラークが、木管五重奏、
ホルン五重奏や協奏曲など多彩な
編成で表現力豊かな音楽を披露

6月15日（木） 

CMGスペシャル
チャレンジド・チルドレンの
ための室内楽演奏会

（関係者招待のみ）

クロンベルク・アカデミー
日本ツアー Ⅰ
～世界の若きソリストと
第一線の指導者たち 

 19:00開演
2022年度の高松宮殿下記念世界
文化賞「若手芸術家奨励制度」に
選出されたドイツのクロンベルク・
アカデミーの初来日公演

6月12日（月） 

エリアス弦楽四重奏団　
ベートーヴェン・サイクルV
  19:00開演
第6番、第16番、
第8番「ラズモフスキー第2番」

6月13日（火） 

ディスカバリー！ ナイト　
～室内楽なシンフォニー

  19:00開演
哲学的思考のピアニスト・北村朋幹が
CMGに初登場。ベートーヴェンの交響
曲第2番とショスタコーヴィチの交響曲
第15番を、室内楽編成で演奏するチャ
レンジングな企画

6月16日（金） 

エラールの夕べ
～壮年ブラームス
 19:00開演
佐藤俊介（ヴァイオリン）が満を
持して登場。フォルテピアノの煌び
やかな響きをガット弦のアンサンブル
と共に味わう珠玉のコンサート

6月17日（土） 

ENJOY!
室内楽アカデミー・フェロー
演奏会 Ⅱ 11:00開演

クロンベルク・アカデミー
日本ツアー Ⅱ
～世界の若きソリストと
第一線の指導者たち 

 19:00開演

6月18日（日） 

CMGフィナーレ 2023 
 14:00開演
CMG 2023を
煌びやかに彩ってきた
アーティストたちが大集合

【Online】

6月3日（土）  13:00開演（12:30開場）　

チェロ： 堤 剛　ハープ： 吉野直子　ピアノ： 須関裕子
シューベルト アルペッジョーネ・ソナタ イ短調 D. 821
カザルス パストラル
グラナドス（カサド 編曲） オペラ『ゴイェスカス』より 間奏曲
ドビュッシー（フォイヤール 編曲） 
　前奏曲集第1巻 より 第8曲「亜麻色の髪の乙女」
シューマン 民謡風の5つの小品 作品102
ドヴォルジャーク ロンド ト短調 作品94
ラヴェル（バズレール 編曲）ハバネラ形式の小品
ピアソラ 『ル・グラン・タンゴ』 

CMGオープニング 
堤 剛プロデュース 2023
チェリスト堤 剛が意欲的なプログラムに臨みCMG
の幕開けを飾る「堤 剛プロデュース」では、信

頼の厚いハープの吉野直子と、ピアノの須関裕子と共に、世界
各国の音楽をめぐるコンサートを企画しました。国境を超えた精
力的な活動で、長年にわたる経験が演奏の細部にまで行き届く
堤剛のチェロをたっぷりとご堪能ください。正統派のクラシック音
楽から異国情緒が感じられる小品まで、多彩なキャラクターが際
立つ8曲の個性的なラインナップです。

【チケット料金】指定 5,500円  
サイドビュー 4,000円 学生 1,000円

Featured
Concert

このマークのつい
た公演は、未来
を担うこどもたち
や若きプロフェッ

ショナルな音楽家たちに向け
たサントリーホールの活動

「ENJOY!  MUSIC プログ
ラム」の一環として開催しま
す。音楽に出会うよろこび
の場、音楽を創るよろこび
の場、そして、より開かれた
ホールをめざし、様 な々取り
組みを行っています。

Featured
Concert

堤 剛
 ©Naruyasu Nabeshima

吉野直子 ©Akira Muto

小山実稚恵
©ND CHOW

中村太地
©Ayane Shindo

【Online】

【Online】

コンサート案内
2023年4〜8月

Concert Information

須関裕子 

Concert Information

トーク付

トーク付

トーク付

トーク付

トーク付

トーク付
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バークレイズ証券株式会社 特別協賛 

東京交響楽団＆サントリーホール こども定期演奏会 
2023年シーズン「音楽の色いろ」

生活の中にクラシック音楽を！ こどものための年間4公演

毎年多くのこどもたちに親しまれている「こども定期演奏会」。2023年シーズンは「音楽の色いろ」と題し4月・
7月・9月・12月の日曜日に計4回開催します。毎回オープニングに演奏されるテーマ曲や、チラシの絵、こども
と若手作曲家による「新曲チャレンジ・プロジェクト」、「こどもピアニスト」や「こども奏者」による演奏など、
様々な形でこどもたちが参加できるのがこのコンサートの特徴です。昨年から始まった、プロの記者による指
導で取材を行う「こども定期特派員」の募集や、コロナ禍で開催を中止していた「楽器体験」も再開され
るなど、こどもたちの活躍が公演を一層盛り上げます。

司会：坪井直樹

第85回 「青」 4月9日（日） 11:00開演（10:30開場）　大ホール

第86回 「赤」 7月9日（日） 11:00開演 （10:30開場）　大ホール

第87回 「黄＆金色」 9月3日（日） 11:00開演（10:30開場）　大ホール

第88回 「黒＆白」 12月10日（日） 11:00開演 （10:30開場）　大ホール

指揮： 沼尻竜典　ピアノ 亀井聖矢 ＊　
ガーシュウィン  『ラプソディー・イン・ブルー』  ＊ 
メンデルスゾーン 交響曲第4番 イ長調 作品90「イタリア」 より 第1楽章
チャイコフスキー（グラズノフ 編曲） 『懐かしい土地の思い出』作品42 より 第3曲「メロディー」   
冨田勲 『勝海舟』（1974年NHK大河ドラマ テーマ曲）
ドビュッシー 交響詩『海』〜3つの交響的スケッチ〜 より 第3楽章「風と海との対話」

指揮： 川瀬賢太郎　チェロ： 上野通明 ＊
ビゼー オペラ『カルメン』より 第1幕への前奏曲 
ネッケ（赤堀文雄 編曲） 『クシコス・ポスト』
ポッパー（シュレーゲル 編曲） ハンガリー狂詩曲 作品68   ＊   
日本の歌メドレー　夕焼け小焼け〜赤とんぼ
ラヴェル 『ボレロ』　

指揮： 下野竜也　ピアノ： 小山実稚恵 ♥　こどもピアニスト ♦
ヘンデル  『王宮の花火の音楽』HWV 351 より 序曲 
ベートーヴェン 交響曲第6番 ヘ長調 作品68「田園」より 第1楽章
ドビュッシー（ビュセール 編曲） 小組曲 より 第1曲「小舟にて」、第4曲「バレエ」 ♥♦  
ラフマニノフ ピアノ協奏曲第2番 ハ短調 作品18 より 第3楽章 ♥

指揮： 原田慶太楼　こども奏者 ＊  　
チャイコフスキー  バレエ音楽『白鳥の湖』作品20 より「4羽の白鳥の踊り」 
「新曲チャレンジ・プロジェクト」（こどものモチーフによる若手作曲家作品）
チャイコフスキー／ストレイホーン＆エリントン 編曲 
　バレエ組曲『くるみ割り人形』作品71a より「小序曲」「金平糖の精の踊り」「ロシアの踊り（トレパーク）」「花のワルツ」  
チャイコフスキー バレエ音楽『白鳥の湖』作品20 より「終曲」  ＊

亀井聖矢

上野通明

小山実稚恵
©Hiromichi Uchida

沼尻竜典

川瀬賢太郎
©Yoshinori Kurosawa

下野竜也
©Naoya Yamaguchi 

原田慶太楼
＠Shin-Yamagishi

東京交響楽団　司会： 坪井直樹（テレビ朝日アナウンサー）

【チケット料金】年間会員券 12,000円 １回券 3,500円（全席指定・税込）（年間会員券、1回券共予定枚数終了） 

サントリーホール主催公演 2023-24シーズンを
デジタルブックでページをめくるようにご覧いただけます。

Concert Information
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サントリーホール 
オペラ・アカデミー 
修了コンサート

7月8日（土）  14:00開演（13:20開場）    

ブルーローズ（小ホール）

サントリーホール オペラ・アカデミー
　プリマヴェーラ・コース第6期生　　アドバンスト・コース第5期生
※曲目詳細は直前に発表予定です。　

【チケット料金】自由席 2,000円

若き歌手とピアニストたちが、2年間の研鑽の成果を披露

サントリーホール オペラ・アカデミーは、世界的テノール歌手の活動を経て、
現在は指揮者・声楽指導者として活躍するジュゼッペ・サッバティーニをエグ
ゼクティブ・ファカルティに迎え、若き歌手とピアニストが研鑽を積んでいます。
サッバティーニの薫陶を受けた若き音楽家たちが、2年間の研鑽の成果として
イタリア室内歌曲やオペラ・アリアを披露します。

2022年公演より ©K.Iida

Concert InformationConcert Information

サントリーアートキッズクラブ　

いろいろドレドレ
― 美術と音楽に親しむ
ワークショップ＆コンサート ―
サントリーホール＆サントリー美術館がお届けする、3～6歳
のこどもたちを対象とした60分プログラム。美術ワークショッ
プで作ったアイテムを手に、親子でコンサートを楽しみましょ
う。美術と音楽で、こどもたちの創造性や感受性を引き出
します。

7月21日（金） 22日（土） 
各日とも 11:00開始 / 14:00開始　 

ブルーローズ（小ホール）

3~6歳のための美術と音楽のプログラム

おはなしと歌： 神崎ゆう子　
アンサンブル： Music Players おかわり団

【チケット料金】
親子ペア券（3～6才のこども1名と同伴保護者1名） 3,000円 
こども券（3～6才）1,000円 

2022年公演より ©N.Ikegami

神崎ゆう子



平日のランチタイムに開催するオルガンの入場無料コンサート

Concert Information

月1回（8月を除く）　12:15～12:45　　大ホール

サントリーホール

オルガン プロムナード コンサート
大ホールの正面にある楽器の王様ともいわれるオルガン。お昼休みの30分間、世界最大級のオルガンの響きをお楽しみください。

【入場】無料（全席指定・事前申込制）
※詳細は開催2週間前までにホームページにて発表。

4月20日（木） オルガン：坂戸真実

5月18日（木） オルガン：三原麻里

6月8日（木） オルガン：中澤未帆

7月6日（木） オルガン：北村あゆ美

9月14日（木） オルガン：栗田麻子

10月19日（木）、11月10日（金）、12月14日（木）
2024年1月18日（木）、2月8日（木）、3月14日（木）

サントリーホールで
オルガンZANMAI !

オルガン研究所 大ホール 10:30開始（10:00開場）オルガン：石丸由佳 ほか
【チケット料金】自由席 1,500円（こども、おとなとも）／定員500名 ※4歳以上入場可／小学校低学年向け

珠玉のオルガンコンサート 大ホール 13:00開演（12:30開場）オルガン：徳岡めぐみ　ほか 
【チケット料金】指定 2,000円

オルガン×ベルサイユのばら 大ホール 15:30開演（15:00開場）オルガン：原田真侑 ほか
【チケット料金】指定 3,000円

“ポジティフ” ビー アンビシャス！ ブルーローズ（小ホール）　12:00開演（11:30開場）／14:30開演（14:00開場）
【入場無料】事前申込制 ※4歳以上入場可
ほか、トーク企画など予定

8月11日（金・祝） 
大ホール／ブルーローズ（小ホール）

世界最大規模のオルガンの魅力を多彩なプログラムで

今年も、「オルガンの夏」がやってきます。こども向けのプログ
ラムからオルガンの名曲を楽しむ公 演、さらにオルガン
ZANMAI !でしか楽しめない、オルガンの可能性を発見する
特別な公演も予定。こどもからおとな、初めての方からオルガ
ンファンの方まで、みんなで楽しむ「オルガンの日」です！

2022年公演より ©K.Iida

2022年公演より ©N.Ikegami

コンサートの前にちょっと腹ごしらえをしたり、コンサートの後の感動を語り合いながら食事をしたり、コンサートはその前
後の時間もあわせて心躍る楽しみなイベントです。サントリーホール前のアーク・カラヤン広場をはさんで向かいのアー
ク森ビル2階のレストランフロアがリニューアル。3月31日から順次、ヨーロッパの薫り溢れる４つのお店がオープンしてい
ます。国際色あふれ、多様な人々が集うこの場所にふさわしく、イタリアン、スパニッシュ、フレンチなどバラエティゆた
か。空間デザインは、ドバイ万博日本館等手掛けた建築家永山祐子氏。開放的で賑わい溢れる居心地のよい空間で、
コンサート前後の食事やお酒を楽しんではいかがでしょうか。

3月31日（金）OPEN

★ご利用当日のサントリーホールのチケット（半券）をアークヒルズのサービス加盟店舗でお見せいただくと、
割引や限定メニューなどのおトクな優待をご利用いただけます。　www.arkhills.com/tickets/

アークヒルズでおいしい 時 間

アーク森ビル 東京都港区赤坂1-12-32　
営業時間等はウェブサイトでご確認ください。www.arkhills.com

4月12日（水）OPEN 4月25日（火）OPEN

The SHEEP FORCE 
ザ シープフォース （羊肉料理）　
そのおいしさで評判の羊肉料理店「串羊 羊サンライズ」が手掛ける
ロティサリーレストラン。厳選された国産羊を筆頭に牛、豚、鶏肉な
ど様々なお肉をブロックで焼き上げた、他にはない肉料理を楽しめる。
TEL.03-5544-9180

YOTTERIA GAKU Terrazza 
ヨッテリア　ガク　テラッツァ (イタリアン) 　
大阪で長く愛された「Yotteria Gluee」が、「YOTTERIA GAKU 
Terrazza」として登場。豚肉を知り尽くしたシェフが織りなす、絶品の
ボーク料理と季節の食材を掛け合わせたイタリアンと厳選されたイタ
リアワインを楽しめる。
TEL.03-5544-9277

Dos Escenas 
ドス　エセナス (モダンスパニッシュレストラン＆バー)
本場ガストロノミーの味と秀逸なスペインワインをカジュアルに楽しめ
る。プレートランチやタパスとグラスワインで楽しむランチ、ディナー
は公演前の軽い食事からハイクオリティなコース料理も。
※3月31日（金）バーラウンジオープン 4月6日（木）グランドオープン
TEL.03-5544-9191

BRASSERIE LE VIN　
ブラッセリー ル・ヴァン（フレンチ）　
ビストロ料理をコンセプトに、時代にとらわれないトラディショナルスタ
イルなお料理をフランスを中心にセレクトされた100種類のワインと味
わえる。店内はフランスの街角にある、ビストロをイメージ。

【Online】

【Online】
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充実したHibikiをお届けしてゆくために、
ぜひみなさまのご意見をお聞かせください。
アンケートにお答えくださった方に抽選で、
サントリーホールオリジナルグッズをプレゼ
ントします。サントリーホールホームページ 
suntory.jp/HALL/ の応募フォームに、ア
ンケートのお答え、お名前・ご住所、ご
希望のプレゼント（ＡまたはＢ）等をご記
入のうえ、ぜひご応募ください。
〆切は2023年6月11日

（日）、当選者の発表は6
月下旬のプレゼントの発
送をもって代えさせてい
ただきます。

Ａ サントリーホールオリジナル
折り畳み傘（シャンパンベージュ） (1名様)

B 一筆せん シャンパン
（グリーンとベージュをセットで10名様）

※0570で始まるこの電話番号は、国際電話および一部のIP電話・プリペイド方式の携帯電話からはご利用できません。
　ご利用いただけない場合は、03-3584-4402へお電話ください。

【チケットセンター窓口】10：00〜18：00 ※18時以降の公演がある場合は開演時刻まで営業／（休館日は除く）

先行発売がご利用いただける「サントリーホール・メンバーズ・クラブ」、
公演情報、チケットのご購入など詳細は、サントリーホールホームページをご覧いただくか、
サントリーホールチケットセンターにお問い合わせください。
最新の公演情報につきましてはホームページでご確認ください。

（10：00〜18：00 ）オペレーターが対応いたします。（休館日は除く）

サントリーホール
ホームページへは

こちらから

サントリーホール
情報誌

『Hibiki』Vol.20

2023年4月1日発行
発行責任者 ● 折井雅子
編集発行 ● サントリーホール
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サントリーホールディングス
株式会社は公益財団法人
サントリー芸術財団のすべ
ての活動を応援しています。

多彩な色糸使いによる深みと奥行きのある織りで、ト音記
号がリズミカルに踊る和音を表現。熟練した職人の手で
仕上げた上質な折り畳み傘です。 持ち手の木部には

「SUNTORY HALL」のロゴがさりげなく刻印されています。
晴雨兼用でお使いいただけます。

グラスに注がれたシャンパンが音楽となってあふれ出る様子
をはじける音符で表現したシリーズの一筆せんです。グラス
の中央にはオルガンとオーケストラが描かれています。優し
いグリーンと上品なベージュを2冊セットで。贈りものの添え
書きや御礼など一言メッセージを添えてみませんか。

プレゼント

サントリーホール情報誌『Hibiki』
サントリーホールは1986年に東京初のコンサート
専用ホールとして“世界一美しい響き”をコンセプト
に誕生しました。これからもサントリーホールの響
きを、より多くの方々にお届けしたい―そんな想
いを込めて、情報誌『Hibiki』を発行しています。

応募フォームは
こちらから

表紙絵：山口みれい
6月に開催されるチェンバー
ミュージック・ガーデンでも
活躍するヴァイオリン。小
鳥やミモザの花も音楽の庭
を楽しんでいます。


